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クライストのヴュルツブルク旅行

ークライストと自然―-

深見茂

1 

以下の小論は， 1800年当時， つまり 22-23歳ごろのクライスト Heinrich

von Kleist(l777-1811)にとって，自然がどのような意味を持っていたか I

を，同年，彼が企てた，いわゆる「ヴュルップルク旅行」と呼ぴならわされ

ている謎の多い体験の分析を通じて明らかにしようとするものである。自然

という主題は，もとより， 18世紀におい ては，ドイツのみならず，全ヨーロッ

パ精神界の中心的関し事の一つであったけれども， この小論は，そのような

主題との直接的なかかわりあいという視点からクライストを攻めようとする

ものではない。 むしろ，結論部においても明らかになる通り、主眼はあ〈ま

で，詩人クライストの作家研究への寄与であり，論述もこの視点からの論究

の域内にとどまるものであることを、ここでことわっておかなければならな

い。するとその場合，当然，この小論においての自然という言葉の概念規定

が問題となろうが，今は仮にクライスト自身が、当時の書簡の中でみずから，

Natur, 又はその範鰭内の言葉を用いて表現しているもの， といった程度の

規定にとどめておき，論を進めるうちに次第次第にその実体を，より厳密に

明らかにしてゆくという方法をとりたいと考える。

なお， ヴュルップルク旅行におけるクライストの自然体験そのものについ

ての一般論としては，今日まで大まかに言って，二つの方向の解釈が普通，

行なわれている。すなわち，その一つは、未だ啓蒙主義的教養観念の世界に

生きていたクライストにとっては， この旅行での自然体験もあ〈まで人間生

活の比喩としての自然把握であった，つまりアレゴリーとしての自然観にす

ぎなかったとするものであるぢ他は， まさに同じ現象をとらえて逆に，いや，

すでに道徳的自然観が説かれているのであるから ， ここにこそ啓蒙主義を越

えてルソーヘと傾倒してゆ〈クライストの出発点があるとするものである％

更に，これら二つのほか，フリッケG.Fricke以来，一世をふうぴしたクライ

ストの実存主義的解釈の流れを受けて， イデーH.Ideのように， この旅行に
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月． しばらく就底問題なと
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I？学生の身分 を得る。ただし

ケスはペルンホフ rnhoffと 、
「
'

，クライス トはク リングシュテット Heinr.Berendt. Guil. Klingstedt 

こ。 さて． ドレースデン まで来た ところ で、他辿． H的地を変史．

ヴュルップルク に向い1,,9月 9日ごろ， lIIj市に到荘こ の町の外 科

フ・ヴィルト JosephWirthとI.ヽ う人物の家に 下宿 IIIj年10月27日， 5• H Iiil 

9しャ．ヴュルップル クからペルリ ー ンに帰桁した。

以Kである。 この 8月14(Iから10月27Bまでの約 2ヶ月半の旅行のことん

究名たちはクライストの 「ヴュルップルク旅行」と名付け．彼の生涯r
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要な転機を画したものとして，今日までさまざまの角度から論究の対称とし

てきたのであり，その代表的な方向が，はじめにも少し触れた通り，この旅

行におけるクライストの自然美への目覚めと，その描写力，すなわち詩人の

使命への目覚めに注目しようとするものである。

3 

すでにヴュルップルクヘ向う途中から発せられた書簡にも，のちに例証す

るように，すぐれた描写が散見されるが，その頂点をなすものは，なんとい

ってもヴュルップルク滞在中の書簡であろう。尤も ，この時期前後のクラ イ

ストにおける自然美の称賛や描写は，他にも多 く残っており（たとえば1801

年 7月に書かれた書簡におけるライン描写など），従ってわれわれが問題とし

ているヴュルップルク旅行の場合も 、，たと えば，ティーク L.Tieckやヴァ ヅ

ケンローダーW.H.Wackenroderらが，南独に旅して，北方にはない自然美と

文化におどろいたのと共通の，プロテスタント的プロシャ文化を生んだ厳し

い自然の子の，カトリック的南欧文化を生んだ豊饒な自然への憧憬， といっ

た一般論からも説明され得るものであろう。しかしながら，そればかりでは

ない． クライスト特有の自然の受けとり方も顕著にあらわれている。その特

徴を示すために，最も著名な個所を三つ例示しよう。

特に一つの光景が大変わたしの目をひきつけました。すなわち，マイン

河は一直線に橋の下をぬけて流れ去って ゆきます。矢のように速く ，まる

で河は，おのれの目標をすでにとらえてはなさず，目標に達するためには

何物の阻止をもゆるさず，いらだたしげに，最短距離で目標に到達しよう

としているかのようです。一一ーところが一つのぷどう畠の丘がマイン河の

この猪突猛進の道を曲げてしまうのです。それも，おだやかに， しかし確

固とした意志をもって。丁度，一人の妻が夫の激しい意志をたしなめるの

にも似て，丘はマイン河に，気高い不変の態度で，大海へと河を導〈べき

道を指し示すのでありました。一一すると河はこの控え目な警告を尊重し

このやさしい指示に服従し，目標を性急に目指すことを断念し，ぷどう畠

の丘に穴をうがってうちやぶってしまうことはせず，おだやかな流れとな

って丘を迂回してゆ〈のでありました。丘の花咲〈ふもとに接吻しつつ。

ー (AnWilhelmine, 11. Oktober 1800り

丘はゆるやかな勾配をなして下り坂となり，その底に町がよこたわって

います。町の背後には両側から，半円形をなしてやまなみかせまり，互い

(78) 
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に親しげに近づいています。それはまるで，久しいそのかみに仲たがいを

してしまった二人の旧友が、再ぴ今，あいまみゆるかのごとくであります。

―ところがマイン河が， まるで苦々しい過去を思い出させるかのように

両行の間にわってはし、 t)、 ここ人はせっか〈の心も V））らぎ、どちらも、まず

おのれから渡ろうと決心できぬまま，共に V））っくりと自分たちをわけへだ

-る流れに沿って進んでゆきます。悲しげなまなざしを、この隔ての墜て

あるマインの河越しにかわし合いつつ。一一一(AnWilhelmine, 11. Oktober 

1800り

おお， この丘の」・；から見たマイン峡谷の展哨の何とすばらしかったことで

しよう！ Iiも谷も河も、町々も村々も、すぺては入りまじってまるで一枚

の織りなされた絨たんのようですn マイン河はある時は右に，ある時は左に

うねりつつ，ある時は一方の，ある時は他方のぶどう畠の丘にくちづけし

て流れ、 自分にとって同じように大切な両船の間で， どちらを選ぶべきか

送巡していました。 それはまるて，父と母との間に立った子供のように。

(An Wilhelmine, 11. Oktober 180010) 

その詩的才能の目党め， 及ぴそれにともなう箪力，特に描・rf.j.カの向上などの

はかに， これらの例に共通してわれわれの注目をひくものは， 自然を描〈た

めのアレゴリーとして用いられている、夫婦の愛憮友愛の1fi，子供をかこ

む夫紐の姿、等々の要索、 一{]で1.iうならば、要するにエロス的なモメント

ィ”あろう。つまり、 クライストにとって、 自然美への目党め， 自然描咋， 自

然への感梢移入といったことがらは，エロスとのかかわりあいなしには芍え

られなかったのである。これはどうしヽうわけであろうか。

4 

そのi杜接の原因は， もちろん、 この旅行の目的とかかわるものであると考・

えられる。すなわちこの奇怪なヴュルップルク旅行が，その粘呆からみての

さまざまな効果は別として，そもそも本来は何のために行なわれたのか，に

ついては、はじめにも述ぺた通り， クライスト自身によるはっきりとした説

明が残っていない上、真相を知っていた人々も，おそらく故惹に、黙して語

らなかったため，あ〈まで推測の域をでぬものながら，古〈からい〈つかの

仮説が研究者の間で立てられてきた。それらは，それぞれに間接的ではある

が根拠もあって、決定的な•ことは今 H もなお、打いがたいとはいえ，論を進

める順序として、以下において簡単に、この旅行の目的とされているものを

(79) 
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列挙して考えてゆきたい。 なお， この問題は，クライスト研究の歴史の上で

は，すでにほほ‘論じつ〈されて久しいテーマとされているので，詳論を避け，

箇條書 きとすることを許された＜，各項目についての部分的補足説明は注に

譲る。

4 -1 まず，政治目的説。言葉をかえて申せば， クライスト特務機関員説

とでもいう べ き考え方の一分野である。 これは直接には， クライスト の腹違

いの姉ウルリーケUlrikeが，後年そ の姪に語ったと伝えられる言葉を根拠と

しているが凡そ の他にも， クライストがこ の旅行出発直前，今日で言えば通

産大蔵大臣に当るシュトルーエンゼーStruensee等と会見を重ねたり，旅行

中，さまざまの工場施設を視察していること，更にはクライスト自身が，

彼特有の秘密めかした表現で，それらしいことを匂わせたりしていること，

などから生まれた説であって，政治目的とまで極言せぬ研究者たちも，将来

つ 〈べき職業上の訓練の一環としての施設視察，つまり役人見習いていどの

目的があったであろうことは認めている。 しかし，このような理由が，ヴュ

ルツブルク旅行全体の中で占める割合は微弱なものであった， というのが今

日，大方の定説のようであり，筆者もそれにあえて異をとなえることはしな

いが， しかし，この旅行が，のちにも明らかになるように，クライストが一

個の人間として内包していたさまざまの基本的問題を結集した形で露呈させ，

彼の根源的体質をわれわれにかいまみさせて〈れているという意味において，

この旅行で， クライストが，はじめて意識的に社会的使命を果す仕事を負っ

たということは，記憶しておかねばならない。

か〈て，これに代って登場する有力な仮説は，この旅行の直接目的をクラ

イストの結婚問題に結びつけて考えようとするものである。 これはクライス

ト自身の手紙に多〈の暗示的な傍証を持つもので，要するに彼が当時，婚約

の間柄にあった女性，ヴィルヘルミーネ・フォン ・ツェンゲWilhelminevon 

Zengeに， 自分との結婚生活に望むものは何か， と問うたところ，彼女が，

立派な母親となって子供を育てたい， といった意味のことをおそら〈答えた

と思われるのである。この答は，結婚を前にした，あの時代の一人の少女と

しては全く当然で自然なものとわれわれには思われるのであるが，それを知

るや， クライストは， 自分には今，結婚する資格はない， しかしその資格を

得よう， と一大決心をして，この旅行に出発，おそら〈外科医ヴィルトや，

その他ヴュルップルク大学関係の医師たちの手により， 10月10日の直前，又

はその日までのある期間にわたって，何か決定的な治療が行なわれ，急にク

(80) 
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以上の諸説のうち、 一番可能性の多いのは、すでド述へさたところからも

推測されるように，粘神的心埋的な・irkifメしならば、 オナニ ー恐怖説、外科手術

を要する病気ならは丸堺説であろうが，場合によっては，政治Il的説をも m

めて ， ＿l•ji噂説の二つ以上が爪複していることも考えられ．糸.'{),,j(/) と..: 9)， 

其相は判然としなし 9。 しかし ここでわれわれの論点にとり人・切なことは， と

れが原［村であったにせよ ．要するにこの旅行が、 クライストの，（社会的成熟

をも含めての）性的成熟のためのものであった、ということであり ，従 って，

自然への目詑めの旅が． Iii]時に，婚姻と生h(［のための旅でもあった， としヽう

．点である クライスト自身，この10月101•l i(i.iiijと直後とで自然を見る目が変

ったことを告白している。

わたしは，この町をとりま〈地方の風限を，

はるかに今， •Iたいところだと感じていたより ，
す
゜今はこの地方の風梨が美しいと感じていると

この地方の風J;tの方が変化したからなのカそれが，

“'を受けとる心の方が変化したためなのかは分リ

(An Wilhelmine, 11. Oktober 1800り

5
 ところで． このようなクライストの内lf'「の変化は．彼のそれまで(/)f!}簡が

nlf:•明しているように．婚姻への成熟の尖現ヽ呼感に満ちた旅の途＿Kから．
でに起っていたのであった。 しかもそれは大自然への没人と．エロスヘの没

人のIiij 化を明らかに示しながらである。

朝 5時

では．

おはよう．

ヽろいろ面白し

..... (/）町に到滸したとき息っ

いやそれどころか．

え"'したいはどです ―--L o 

それとも，それ(/)1:1)

：：ーンヒェン〔ヴィルヘルミーネの，.

話題を余りに急．し

せん力 。

称（

でとばしてし

を介り~?戸に埋合わせしておきたいと思し

・プ？ ？王ど峡貧のまん中で谷が湾曲 L. 深い切り通しをなしてし

ヴァイスリッツ河〔ヴァイセリッツ河のこと（筆名・）〕は突き出した岩壁め

がけて突進し．まるでそれに穴をうがたんばかりの勢いです。しかし岩は

もっと強く噌ゆるぎもせず，河の濠流を曲げてしまうのです

切り通しのようになった谷の・岩壁と流れとの間に，まるでー・人の賢者の

ために作られたかのように，せまく，簡素な一軒の家が宙に浮くように蘊

っています。背後の岩壁がその場所を保纏し．屋根をおおう枝がうなずくよ

9月4H, 

れ・)）。昨Hのお詰

ったから．その話

す

82 
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わたしの左腕にまいて〈れた青いリポン，今もなお，ほどけす， まるでわ

たしたち二人の愛のきすなのように結ぴついているあの青いリポンを—目
見るだけで，たちまち思いはあなたの上へともとるのです。

(An Wilhelmine, 4.September 1800り

6 

しかも大切なことは，はじめにも少し触れたように，これらの自然との出

逢いの描写か， クライストの，詩人としての目党めにもつながっていたこと

である。このことは単に，今まで挙げきたった書簡からの引用例からもうか

がわれるように， クライストがこの旅行において，にわかに筆の力をたかめ

たということの指摘にのみとどまるものではない。たとえは，

大自然の現象の中で，朝の雷鳴それも特に嗚り終えてゆ〈時のさま・

ど， もの悲しげなよろこぴをわたしに感じさせるものはありません。わた

したちはここで数日前，その光景を目撃したのです。一―ーおお， それはす

ばらしい眺めでした。西の空に夜の雷霙かたちこめ， まるで暴君のように

荒れ狂っていました。そして東の空からは太陽が，まるで英雄のように悠

悠と，黙したまま登って〈るのでした。すると店基は、いなずまを太賜め

がけてしゅっしゅっと投げつけ，雷鳴をとどろかせて太陽を大声でののし

るのです。一一神々しい星辰はしかし，一言も語らず登り来り，崇高なま

なざしで足もとの騒ぐ＇｝名を見おろし， まるで友人たちの心を落ちつかせよ

うとでもするかのごと〈， 自分をとりかこむ星々を慰めのまなざしで見ま

わすのでした。一―出雲は， まるでこの一閃におのれの怨恨と憤怒とのあ

りったけを吐き出そうとでもするかのように，最後のすさまじい雷嗚を太

陽めかけて投げつけるのでしたか一ーーしかし太陽はゆるぎな〈おのれの軌

道を進みゆき，恐れ気もな〈天の玉座へと近づき，その席に座するのであ

りました。一一すると 狼狽したのか，顔色を失って，闇なす雰は色あせて

ゆき，薄いもやとなって四散し，わずかばかりの呪いの言葉を弱々し〈つ

ぶやきながら地平線のかなたへと沈んで行〈のでありました。―--

(An Wilhelmine, 11. Oktober 180020) 

とあるこの文屯を， クライストの蚊晩年， 1811年の小1iが聖ツェツィーリエ。

別題．音楽の力（嘔者伝品）』 Dieheilige Cacilie, oder Die Gewalt der 

Musik (Eine Legende)の粘ひに近い楊面で．発狂した［几1人のオランタ人兄

弟の母親か，ポ件視楊である，型ツェツィーリエ修道院の礼拝棠をおとすれ

(84) 
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一体，何であったのであろうか。

実は，これを説明する論拠は，長いヨーロ ッパの精神史の遺産の中に無数

に存在するのであるが，今は， E.R.クルツ ィウス Curtiusが，その著『ヨ ー

ロッパ文学とラテン中世』の中の，『女神自然』 c・ottinNaturaの章で， ヨー

ロッパにおける自然観の伝統に触れ，次のように述べている文章をもって，

それらを代表させておこう。

「自然」は宇宙的な性的能力である。彼女はゼウスと神々の世界との間

に位置して，婚姻と生殖を司り ，嘆願を通じて歴史の流れに介入すること

ができる。〔……〕彼女は太初より生きてきた万物の母である。父であり，

母であり，乳母であり，養育者である。全知であり，万物を恵む者であり，

万物を支配する者である。神々の調整者であり，形成する者であり，すべ

てに先立って生まれ出でた者である。永遠の生命であり，不滅の描理であ

る240

そしてクルツィウスは，このような古代における自然観の伝統が， 18世紀の

ドイツにおいて， まさにあの若きゲーテの中に引き継がれて行ったというこ

とを，有名な 『自然にかんする断章』Fragmentuber die Naturと古代末

期のオルペウスふうの贅歌との関連をあとづけつつ証ししてゆくのである。

それにしても，ここで描かれているものこそは， まさに，われわれが本論

の各章において観察しきたったような自然観，すなわち，クライストが1800

年に体験したあの自然観を説明するものではなかろうか。つまり，大自然は，

婚姻の源，生殖の母，生産の衝動，そして歴史の形成者なのである。クライ

ストにとって，又， ヨーロ ッパ人にとって，大自然との出逢いとは，この生

産力との出逢いに他ならなかったのである。クライストにとって，子供をつ

〈ること ，詩をつくること，そして歴史をつ〈ることとは，すべて同じ根源

から発する仕事なのであった。 1802年 5月1日，姉ウルリーケにあてた書簡

の中で，クライストが，

要するに，次の三つのことがらが成功したら， もはやわたしは死ぬ以外何

の望みもありません。すなわちそれは，一人の子供，一篇の詩作品，そし

て一つの大いなる行動であります250

と告白している，あの有名な箇所の意味は，われわれが解明しきたったクラ

イストの，この自然体験の観点に立って解釈する時，明快に説明されつくし

て，なお余りあるのではなかろうか。

(86) 
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併存の形で一個の独立世界を形成する ， という，（強いていえば）発展現象，

あるいは克服成長現象を示すのを特色としている。従って単なるディアレク

ティクという定義も当らないのであって，あえて表現するならば，奥行きの

ない、白面的世界像，パースペクティヴなき絵画とでも申すべき世界像が現出

するのである。 はじめであると同時に終りでもある世界，終末において停止

した世界とでもいい得ようか。童話世界や怪奇文学世界の像に一脈相辿じて

いる。 そしてわれわれの主題の場合に，これをあてはめて表現すれば，「バ リ

体験」と「カント危機」とは， まさにそういうクライストの内而のメカニズ

ムに応じて、「ヴュルツブルク旅行」に対立併存する要素として必然的に生じ

たものなのであった。極論すれば「ヴュルツブルク旅行」は，「パリ体験」，「カ

ント危機」を得て，は じめて真のクライスト的絵画の一方の主役となり得た

のであり ，逆もまた然りと言えよう 。

．．
 r・

"t 

ぃ

9
,S
 

テクストとドキュメント

Heinrich von Kleist, Siimtliche Werke und Briefe in 2 Bden. Hrsg. 

von Helmut Sembdner. Carl Hanser Verlag, Milnchen 5 1970. (zit. SW) 

Heinrich von Kleists Lebensspuren. Dokumente und Berichte der Zeit-

genossen. Hrsg. von Helmut Sembdner. Carl Schilnemann Verlag, 

Bremen, zweite, veranderte und erweiterte Auflage o.J. (c 1957, 

Printed in Germany 1964) (=Sammlung Dieterich, Bd. 172) (zit. LS) 

Heinrich von Kleist, Geschichte meiner Seele/Ideenmagazin. Das Lebens-

zeugnis der Briefe. Hrsg. von Helmut Sembdner. Carl Schilnemann 

Verlag, Bremen o.J. (c1959) (=Sammlung Dieterich, Bd. 233) (zit. 

GmS) 

注

1 特にクライストと自然との関係を中心主題とした論考としては， Annelies Grob, Die 

Bedeutung der Natur in Kleists Leben und Werk. Diss. Zurich 1954. かあ

り， また，この論文を実存主義的研究方法の立場から批判的にとりあつかったものとし

ては，最近亡〈なったHeinzIdeの著府 Derjunge Kleist. Holzner Verlag, 

Wi.irzburg o. J. (c1961)がある いずれも論点は，この小論のH的とするところとは

方向が異なるけれとも，参照し，益するところ多大であったで更に， Grobと類似の方向
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究として． HansHorst Brugger, Die Briefe Heinrich von Kleists. Dis.,. 

Zurich 1946. もよく知られたものの・つのようだが電未見（ある

2 Z. B. Grob, ebenda, besonders S. 2 ff. 

3 Z. B. Hans M. Wolff. Heinrich von KI eist. Die Geschichte seines Schaff ens. 

Francke Verlag. Bern o.J. ((QI954). S. l03ff. 

Vgl. Heinz Ide. Der Junge Kleist.,會...indieser wandel bare11 Zcit... " 

Holzner Verlag, Wiirzburg o. J. {c19611. S. 18lff. 

5 Iしードヴ．ィヒ ・フぇン ・プローケス (1768-1815Jとクライストは．1796年． リュ

ンRi.,genで知りあっ I.:.,..:の人物はクライス トのウュルップルク旅けの秘密の洋細を

知してし、たと息われる唯・人の人物である L なお． この名前の¥{1)と発行であるが．

クライス トは！｝節の中で． BrockesとBrokesの1山j方を混じて用いている。正し〈はや

bro:kas ~ と •K 行でuたまれてし、たらしいー ファルン

ゲン ,.7 ォン ・エンセ'Varnhagenvon Enseに次のnlEl；が残っているからである

,; I土時々． 発音にふさわしく Brokesとも 11：：し、てし、／こが

て友であ

7
 

中にKleistの；

LS. S 29. Nr.43n 

字が伏せてある，） ｛皮I:：I身がそのこ

辛してみせたのち．

II か，あな t• Jングン ..,. トなる男から

見つけたら． クライストれ

Vgl. SW, Rd. II, S.537f. 

tj的地変史の月り1Iは． トレーステンIHt・の英I.t}大使エリオ ッ トElliotから、ヴィーン

ンヘの父＂＂ t各の治安状況が7 ランスil［の進収のため

たヴュルップルクのみでな〈 ． シュトフ

っi J..’‘ C. Iしu で

プルクもヴィーンにかわる候補地として非がっていた-.(Vgl. Kleists Brief an 

Wilhelmine, 3. September 1800. SW, Bd.11, S.542 

Besonders ein Schauspiel ist mir sehr merkwi.irdig. Gradeaus stromt 

der Main von der Briicke wcg, und pfeilschnell, als hat tc er sein Ziel schon 

am Auge, als so lite ihn nich ts abhalten, es 1.u crreichen, als wolltc er es, 

ungeduldig, auf c.lem ki.irzeslen Wege ereilen - aber cin Rebcnhiigcl beugt 

:einen sttirmischen Lauf, sanft aber mit fcstcm Sinn, wie eine Gattin den 

tiirmischen Willen ihres Mannes, und zeigt ihm mit cdlcr Standhaftigkeit 

den Weg, dcr ihn ins Meer fiihren wird - und er ehrt die bescheidnc 

Warnung und f olgt der freundlichen Weisung, und gibt vorciliges Ziel nuf 

und durchbricht den Rebenhiigel nicht, sondern umgeht ihn, mit beruhigtem 

Laufe, seine blumigen Fiisse ihm ki.issend -(An Wilhelmine von Zenge, 11. 

Oktober 1800. SW, Bd. II, S.579) 

(89 
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9 Die H6he sen.kt sich allmahlich herab und in der Tiefe liegt die Stadt. 

Von beiden Seiten hinter ihr ziehen im halben Kreise Bergketten sich heran; 

und nahern sich freundlich, als wollten sie sich die Hande geben, wie ein 

paar alte Freunde nach einer lange verflossenen Beleidigung -aber der 

Main tritt zwischen sie, wie die bittere Erinnerung, und sie wanken, und 

keiner wagt es, zuerst hinliber zu schreiten,_ und folgen beide langsam dem 

scheidenden Strome, wehmlitige Blicke Uber die Scheidewand wechselnd -

(An Wilhelmine von Zenge, 11. Oktober 1800. SW, Bd. II, S.579) 

10 0 wie herrlich war der Anblick des Maintales von dieser H6he! Hligel und 

Taler und Wasser, tind Stadte und D6rfer, alles durcheinander wie ein 

gewirkter Fussteppich! Der Main wandte sich bald rechts bald links, und 

klisste bald den einen, bald den andern Rebenhligel, und wankte zwischen 

seinen beiden Uf ern, die ihm g~eich teuer schienen, wie ein Kind zwischen 

Yater und Mutter. (An Wilhelmine von Zenge, 11. Oktober 1800, SW, Bd. 

II. S.580f.) 

11 コーベルシュタインによる伝承 (1860年）

〔ウルリーケあての〕書簡を見ても，この旅行，すなわちクライストがプローケス氏

と一緒にヴィーンヘむけて行なおうと し， のち二人をヴュルップルクヘと連れて行くこ

ととなった，この旅行の目的と成果について何 らの解明も得ることができないので，私

はこの点につき満足ゆく回答が一番期待できるところ，すなわち，H.v.クライストが姉

にあてた書簡のオリジナルの現在の所有者，つまりクライストとその姉との姪〔フ リー

デリーケ ・フォン ・パンヴィッツFriederikevon Pannwitz〕に問合わせた。しかし

彼女も私に対し次のこと以上は伝えてくれることはできなかった。すなわち，彼女の叔

母は彼女にこう言ったという「あの旅行は，政治的な性格のものでした」と。

(LS, S. 28, N r.40) 

尚， 一般にクライストの生涯における個 々の行動には理解 しがたい部分が多い上，あ

る期間完全に消息を絶って行方不明になってみたり ，更には過激な反ナポレオン，反

フランス的言動があるかと思えば，逆にフランス陣営に身を投じるジェスチュアもある。

要するに当時のむずかしい政治情勢のもとで生きぬいた人々 （たとえばFr.シュレーゲ

ルや，アーダム ・ミュラ ーなど）共通の複雑怪奇な側面をク ライストも持っていたこと

が，さまざまの臆測を許す原因に なってい ることは否めない。

12 傍証とされる 中心的なものは，1800年10月10日付の苫簡であるので，そこから，当該

個所を三ヶ所引証しておく。

そうだ，今日はわたしの誕生日です。今日， あなたの心が， ひそかにわたしのために思

って〈れている願いがま るで聞こえてくる思いがし ます。そして，そ うした願いすべて

を，いちどきにわたしに伝える，あなたの手のt屋手の力を感ずる思いがするのです。そ

(90) 
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うだ． きっとそれらの顧し、はすぺて満たされるでしよう。どうか確信していて下さい。

わたしは確信しているのですから。

J a, mem Geburtstag 1st heute, und mir ist, als horte ich die Wilnsche, die 

heute Dem Herz heimlich filr mich bildet, als filhlte ich den Druck Deiner 

Hand, der mir alle diese Wilnsche mit einemmale mitteilt. Ja sie werden 

erfilllt werden alle d1ese Wilnsche, sei davon ilberzeugt, ich bin es. (An 

Wilhelmine von Zenge, 10. Oktober 1800. SW, Bd. II, S.574) 

たしか，しつてあ、たか、わたししこ杓いてくれるよっ．あなたにたのんだことがあっ

たでLよう。一体．あなたはそもそも、将来の結婚生活の幸せについて， どのような期

待を抱いているのかについて。一ーーなぜそんなことをたのんだか、あなたは推測がつき

ませんか。いやいや、 どうしてあなたにそんなことを推測できるはずがありましよう。

、-—わたしはあの｀あなたの作文を待ちこがれているのだが，いまだにヴ~ _:_シから芯

かないのです。あなたがわたしにくれた作文の第一枚目、あれは．わたしに． 口では苔

えないはどの． しかし，にが廿いよろこぴをあたえてくれたのであり、そのためにわた

しは、あなたの腕にいだかれるのを，はばかり．逃がれ， この旅立ちを急ぐこととな

つにのです。まだあなたはおぽえていますか。わたしが別れる前の日．あの第一•枚目

を． どんなに感動して通読し， どんなに不安な思いで家へ持ちかえったかを。—一ーま

た． わたしが．あの紙を手に一 人になった時、 どんなさまざまの息、しヽを感じたか、御存

知でしようか。あの紙片こそ，わたしの心全体を．あなたへとひきよせると同時に， しか

し何としても ． わたしをあなたの腕の中から追いたてるものであったのです。一ー今．

もし、あれを読みかえしたなら．それは問題なくあなたの腕の中へと ，わたしをつれも

どしてくれることとなリ ：ましように。でも当時は，わたしはあなたにふさわしい人間で

はなかったのです。今はしかし．ふさわし〈なりました。当時、わたしはあなたが，こ

んなにも苦良で． こんなにも気邸く ， こんなにし炸敬に価する人てあり 、至福を？ける

にふさわしい人であることをなげいて涙したのですが、今はそれがわたしの誇りであ

')，わたしの歓喜とな＇）ましよう。当時はあなたの至船の望みを iriiたすことができぬと

いう :{J：識にわたしは苫しんだのですが．今は．今こそは一一し、や，行わないでおきまし

よう ！

Ich ersuchte D1ch doch einst mir aufzuschre1ben, was Du Dir denn 

eigentlich von dem Gh.icke einer kilnft1gen Ehe versprachst? -Erratst Du 

nicht, warum? Doch wie kannst Dudas erraten! -Ich sehe mit Sehnsucht 

diesem Aufsatz entgegen, den ich 1mmer noch nicht von Wien erhalten habe. 

Sein erstes Blatt, das Du mir m1tteiltest, und das mir eine unaussprechhche, 

aber bittersilsse Freude gewahrte, scheuchte mich aus Demen Armen und 

beschleunigte meine Abreise. Weisst Du wohl noch m1t welcher Bewegung 

(91) 
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ich es am Tage vor unsrer Trennung durchlas, und wie ich es unruhig mit 

mir nach Hause nahm -und weisst Du auch was ich da, als ich allein war 

Es zog mein ganzes Herz an Dich, aber 

-Wenn ich es 

mit diesem Blatte, alles empfand? 

mich zugleich unwiderruflich aus Deinen Armen es stiess 

jetzt wieder lesen werde, so wird es mich dahin zuri.ickfi.ihren. Damals war 

ich Deiner nicht wi.irdig, Jetzt bin ich es. Damals weinte ich, dass Du so gut, 

so edel, so achtungswi.irdig, so wert hochsten Gli.ickes warst, jetzt wird es 

mein Stolz und mein Entzi.icken sein. Damals qualte mich das Bewusstsein, 

Deine heiligsten Anspri.iche nicht erfi.illen zu konnen, und jetzt, jetzt 

still! (An Wilhelmine von Zenge, 10. Oktober 1800. SW. Doch Bd. II, 

S.57Sf.) 

では、 わたしたち・ご人は手に 手をとり合って，

はiとも 手近かにある 口標に向 って．

蚊終 目標に向って、進みゆきましよう。あなたの蚊も 手近かの目標は，

わたしのそれは， 自己を， 一人の国民に教化 することてなければなりません。

たしたちこ人か 目指 し、 わたしたち.:..人か互いに確言してやまぬ更なる目標こそは．

の幸せてあ ります よう に。

わたしたちの目標｀

そしてわたしたち こ人は．

すなわち，

わたしたち二人が目指す
．．．．．． 
自己を母親 に、

ではおやすみ、
． 

か fらの母 よ。

dem 

Gute 

15 

だが，

ウィルヘルミーネ、

au[ Grund 

一番おそろしか ったのは、

わたしのいいなずけよ ｀未 米のわが妻，

Bd. II, S.578) 

13 Vgl. S. Rahmer, Das Kleist-Problem, 

Charakteristik und Biographie Heinrich von Kleists. 

Georg Reimer, Berlin 1903, S.57ff. 

14 Max Morris, Heinrich von Kleists Reise nach Wiirzburg. 

Skopnik, Berlin 1899. 

Ebenda, S.27 ff.血

つてもある の て、ここにりIJfJしておこう ，

おのおの

わ

・愛

てしそ

未来のわ

Und so lass uns denn beide, Hand in Hand, unserm Ziele entgegen gehen, 

jeder dem seinigen, das ihm zunachst liegt, und wir beide dem letzten, nach 

wir beide streben. Dein nachstes Ziel sei, Dich zu einer Mutter, das 

meinige, mich zu einem Staatsbiirger zu bilden, und das fernere Ziel, nach 

dem wir beide streben, und das wir uns beide wechselseitig sichern konnen, 

sei das Gliick der Liebe. 

Nacht, Wilhelmine, meine Braut, einst meine Gattin, einst 

Mutter meiner Kinder! (An Wilhelmine von Zenge, 10. Oktober 1800. S. W. 

die 

neuer Forschungen 

Druck und Verlag von 

zur 

Verlag von Conrad 

この,,~簡の個所はすナニー恐怖1J知の訓拠の中心的なものの

ある l・』1然に反する屯'；il1|(＇［のために兌狂してしまった人

(92) 
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一て
一つ＼ヽ 蚊近まで．料くばかり芙しカ・ったとヽヽうことであり囀

る18政の l!i年が． そこに 、汚物受けの 1：にしゃがんでいたので

出しで．色つや悪く ．やせこけており．胸はおちこみ．こうぺは力なく

うに．にごって血行のi和ヽ 9..:，Ji、味が．ひとはけ．りEJ，

-n l・.1こ抽かれており ｀ まぷたは． itえて． どんよりとくもった

がり．わずかばかり残った．かさかさの． も人のような L髪力 ．

しにからからになり ．必さ．水を求めイ
目

‘ こ ＇` 
彼

+、狂っている i

tく力さえ i

かったのです力，

能力をなくしており ．彼の4呵

和でtJなかったので

だ方カ し !.:の

1fl)に対して行なうので

.., !一

た —一彼はしゃぺるために Ir1 をうごか

るかなしかでありました 一ー彼の8月神“

1)．完全に力を 9

たすら．永辿の麻1正した無力

トうな人生を -(IIl送るくらしヽな；

つにおそろしい骰復を． fl然は．おのれの

おお．このようなおそろしい光屈を出

ber am Schrecklichsten war der Anblick eines Wescns、denein unnatiir-

liches Laster wahnsinnig gemacht hatte -Ein l 8jahriger Jungling、dernoch 

or kurzem bliihend schon gewesen sein soll und noch Spurcn davon an sich 

trug, hing da uber die unreinliche Offnung, mil_ nackte_n,. b~assen, ~~1ゞ
gedorrten Gliedern, mit eingesenkter Brust~ kraftlos niederhangendem 

Haupte _ Eine Rote, matt und geadert, wie eincs Schwindsii~hti~en, ~~: 
ihm uber das totenweil¥e Antlitz gehaucht, ht. kraftlos fiel ihm da、Augenlid
auf das sterbende, erloschende Auge, wenige saftlose Greisenhaare deckten 

das f riihgebleichte Haupt, trocken, durstig, Iechzend hing ihm die Zunge 

iiber die -blasse, eingeschrumpfte Lippe, eingewunden und eingcnaht _lagcn 

ihm die Hande auf dem Riicken -er hattc nicht das Vermogen die Zunge 

zur Rede zu bcwegen, kaum die Kraft den s techendcn Atem zu schopfen -

nicht verriickt waren seine Gehirnsnerven aber matt, ganz entkrliftet, nicht 

fahig seiner Seele zu gehorchen, sein ganze、Leben nichts als eine einzige, 
lahmende, ewige Ohnmacht -O lieber tausend Tode, als ein einziges Leben 

:~~--diese~! s~ schrecklich racht die Natur den Frevel gegen ihren_ eignen 
W~illen! o weg mit diesem furchterlichem Bilde - (An Wilhelmine von 

Zenge, 13. September 1800. SW.. Bd. II, S.560f.) 

込 治税 は．医師が規ll(Iりにクライストを下布先に往診して行なわれていたらしいこと
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も判っている。 (Vgl.M.Morris, ebenda S.15) 

16 クライストの場合，特に三歳年下の戦友， リューレ ・フォン ・リーリ エ ンシュテルン

Ruhle von Liliensternとの関係をめぐって， この傾向が各所で指摘され得るほか，

一般的にも， たとえば， クライストの著名なエッセイ Uberdas Marionettentheater 

中の，水あぴからあがった少年の美しさ，その美しさのたとえとしての，そげ(Splitter)

をぬ〈少年の像(SW, Bd II, S.343.なお参考までに，この姿は，同性愛をあつかっ

た小説として有名な， トーマス ・マンThomasMannのDerTod in Venedigの中に，

同じ〈 ，水あぴからあがった少年美の姿としてあらわれ，また，少年の魅力の比喩とし

ても， Dornauszieher,すなわち「とげを抜く若者」という言葉か使われていることは

よ〈知られている。Vgl.Thomas Mann, Gesammelte Werke in dreizehn Banden. 

S. Fischer Verlag, Frankfurt a.M. 21974. Bd. Vlll: Erzahlungen, S.470,478 

uふ）などに普遍的なイメージとしてあらわれる。

17 Vgl. Rahmer, a.a. 0., S. 63f. 

18 lch finde jetzt die Gegend um diese Stadt weit angenehmer, als ich sie 

19 

bei meinem Einzuge fand; ja ich mochte fast sagen, daB ich sie jetzt schon 

finde -und ich we迅 nicht,ob sich die Gegend verandert hat, oder das 

Herz, das ihren Eindruck empting. (An Wilhelmine von Zenge, 11. Oktober 

1800. SW, Bd. II, S.578f.) 

den 4. September, morgens 5 Uhr 

Guten Morgen, Minchen. Ich bin gestern bei meiner Erzahlung zu rasch 

Uber manchen interessanten Gegenstand hinweggegangen und ich will das 

heute noch nachholen. 

In der Mitte des Plauenschen Grundes krtimmt sich das Tal und bildet da 

einen tiefen Einschnitt. Die Weissritz sttirzt sich gegen die Wand eines 

vorspringenden Felsens und will ihn gleichsam durchbohren. Aber der 

Felsen ist starker, wankt nicht, und beugt ihren stlirmischen Lauf. 

Da hangt an dem Einschnitt des Tales, zwischen Felsen und Strom, ein 

Haus, eng und einfaltig gebaut, wie ftir einen Weisen. Der hintere Felsen 

gibt dem Ortchen Sicherheit, Schatten winken ihrn die liberhangenden 

Zweige zu, Ktihlung fμhrt ihm die Welle der Weissritz entgegen. Hoher 

hinauf in das Tal ist die Aussicht schauerlich, tiefer hinab in die Ebene von 

Dresden heiter. Die Weissritz trennt die Welt von diesem Ortchen und nur 

ein schmaler S teg ftihrt in seinen Eingang. - Eng sagte ich, ware das 

Hauschen? Ja freilich, ftir Assernbleen und Redouten. Aber ftir 2 Menschen 

und die Liebe weit genug, weit hinlanglich genug. 

Ich verlor mich in meinen Traumereien. Ich sah mir das Zimmer aus, wo 
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ich wohnen wi.irde, ein anderes, wo jemand anderes wohnen wiirde, ein 

drittes, wo wir be1de wohnen wi.irden. lch sah eine Mutter auf der Treppe 

1tzen、einKrnd schlummernd an ihrem Busen. Im Hintergrunde kletterten 

Knaben an dem Felsen, und sprangen von Stem zu Stem, und Jauchzten laut 

In dem reizenden Tale von Tharandt war 1ch unbeschre1bhch bewegt. 

lch wunschte recht mit Innigke1t D1ch be1 mir zu sehen. Solche Taler, eng 

und he1mhch, sind das wahre Vaterland der Liebe. Da wilrden wir Freuden 

genossen haben, hohere noch als rn der Gartenlaube. Und w1e herrlich 

miisste einmal ein kurzes Leben m der 1deahschen Natur auf Deme Seel 

wirken. Denn tiefe Eindrticke macht der Anbhck der erhabenen edlen 

Schopfung auf weiche, empfangliche Herzen. Die Natur wilrde gewiss das 

Getuhl und den Gedanken in Dir erwecken, 1ch wi.irde 1hn zu entw1ckeln 

suchen und selbst neue Gedanken und Gefi.ihle bilden. -0, einst mussen 

wir einmal beide eine schone Gegend besuchen. Denn da erwarten uns ganz 

neue Freuden, die wir noch gar nicht kennen. 

So erinnert mich fast jeder Gegenstand durch eine entfernte oder nahe 

Beziehung an Dich, mein liebes, geliebtes Madchen. Und wenn mem Geist 

sich einmal in einer wissenschaftlichen Folgenreihe von Gedankt!n von Dir 

entfernt, so fuhrt mich ein Blick auf Demen Tobaksbeutel, der 1mmer an 

dem Knopfe meiner Weste hangt, oder auf Deme Handschuh, die 1ch selten 

ausz1ehe, oder auf das blaue Band, das Du mir um den hnken Arm gewu'nden 

hast., und das immer noch, unaufgelost, w!e das Band unserer Liebe, ver-

kni.ipft ist, wieder zu Dir zurilck. (An Wilhelmine von Zenge, 4. September 

1800. SW, Bd. II, S.S4Sf.) 

20 Aber keine Erscheinung in der Natur kann mir eine so wehmilttge 

Freude abgewinnen, als ein Gewitter am Morgen, besonders wenn es aus-

gedonnert hat. Wir hatten hier vor einigen Tagen dies Schauspiel -o es 

war eine prachtige Szene.! Im Westen stand das nachtliche Gewitter und 

wiltete, wie ein Tyrann, und von Osten her stieg die Sonne herauf, ruhig 

und schweigend, wie ein Held. Und seine Blitze warf ihm das Ungewitter 

zischend zu und schalt ihn laut mit der Stimme des Donners - er aber 

chwieg der gottliche Stern, und stieg herauf, und blickte mit Hoheit herab 

auf den unruhigen Nebel unter seinen Fiissen, und sah sich trostend um 

nach den andern Sonnen, die ihn umgaben, als ob er seine Freunde 
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beruhigen wollte -Und einen letzten filrchterlichen Donnerschlag schleu-

derte ihm das Ungewitter entgegen, als ob es seinen ganzen Vorrat von Galle 

und Geifer in einem Funken ausspeien wolte -aber die Sonne wankte 

nicht in ihrer Bahn, und nahte sich unerschrocken, und bestieg den Thron 

des Himmels --und blass, wie vor Schreck, entfarbte sich die Nacht des 

Gewolks, und zerstob wie dilnner Rauch, und sank unter den Horizont, 

wenige schwache Flilche murmelnd --(An Wilhelmine von Zenge, 11. 

Oktober 1800. SW. Bd. II. S.581). 

21 Vgl. GmS, S.121. 

22 Viele hundert Arbeiter, welche frohliche Lieder sangen, waren auf schlanken, 

vielfach verschlungenen Gerlisten beschaftigt, die Ttirme noch um ein gutes 

Dritteil zu erhohen, und die Dacher und Zinnen derselben, welche bis jetzt 

nur mit Schiefer bedeckt gewesen waren, mit starkem, hellen, im Strahl der 

Sonne glanzigen Kupfer zu belegen. Dabei stand ein Gewitter, dunkel-

schwarz, mit vergoldeten Randern, im Hintergrunde des Baus, dasselbe 

hatte schon Uber die Gegend von Aachen ausgedonnert, und nachdem es 

noch einige kraftlose Blitze, gegen die Richtung, wo der Dom stand, ge-

schleudert hatte, sank es zu Dilnsten aufgelost, missvergnilgt murmelnd in 

Osten herab. (SW, Bd. II. S.225) 

なお，かつては．この点も根拠の一つとなって、『聖ツェツィーリエ』という作品は，若

い時代の手法や，同一表現のくりかえしに支えられた，従って．すでにクライストの筆

カの衰えを示すものである，とする考え方が強かった。(Vgl.Otto Brahm, Das Leben 

Heinrichs von K Leist. Egon Fleischel & Co., Berl in, neue Ausgabe 1911, 

s. 416f.） しかし，クライストの生涯と ． その創作活動に関して，普通の意味での，い

わゆる発展という現象を問題にすることには，そもそも疑点があるのであって． 8にお

いてAusbl ickとして触れるように， この小論がクライストのヴュルップルク旅行を素

材として主張しようとする事柄も， まさにその一事なのである。

23 Ich bilde mir ein, dass ich Fahigkeit habe, seltnere Fahigkeiten, meine 

ich -Ich glaube es, weil mir keine Wissenschaft zu schwer wird; weil ich 

rasch darin vorrilcke, weil ich manches schon aus eigener Erfindung-hin-

zugetan habe -und am Ende glaube ich es auch darum, weil alle Leute es 

mir sagen. Also kurz, ich glaube es. Da sttinde mir nun fur die Zukunft 

das ganze schriftstellerische Fach offen. Darin flihle ich, dass ich sehr gern 

arbeiten wtirde. (An Wilhelmine von Zenge, 13. November 1800. SW, Bd. 

II, S.587) 
もちろん，ここでいわれている文筆活動力，たとえば、学者としてのそれではな〈，作
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る 、さな＼ヽ かし． おのれの箪力による 11立の

{,J‘をクライストか得たとすることには 異；合はないであるっ

1st kosmische Potenz. Sie steht zwischen Zeus und der Gotter-

welt, wallet tiber Ehe und Zeugung und kann durch die Klage in den 

Geschich tsverlauf eingreif en. l…1 Sic ist die uralte Allmutter; Yater, 

utter, Amme, Nahrerin; allweise, allschenkcnd, allherrschend; Ordnerin 

der Gotter; Bildnerin; Erstgeborene; ewiges Leben und unsterbliche Yor-

iehung. (Ernst Robert Curtius, Europiiisclze Literatur und lateinisches 

1ittelalter. Francke Verlag, Bern, zweite, durchgesehene Auflage 1954, 

. l 16 

かお．

沢

をことわ—J ておく

25 [...) kurz, ich habe keinen andern Wun.sch, als zu sterben, wenn mir 

drei Dinge gelungen sind: ein Kind,, ein schon Gedicht, und cine grosse Tat. 

An Ulrike von Kleist, I.Mai 1802, SW, Bd. II, S.725) 

'gl. z.B. Hanna Hellmann, Heinrich von Kleist. Darstellzmg des Problems. 

arl Winters Universitatsbuchhandlung, Heidelberg 1911, S.69,. 

E.R.クルツィウス コーロッ，， 芹とラテン中世 南大t各h;•他

w、 1971年 153ベーン以 F によりつつも ．一部変更を加 えた こと
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